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■新大田市立病院
平成30年１月に始まった「新大田市立病院」の建築工事は、建物本体が竣工しました。
医療機器などの整備や機能移転を行い、令和２年５月７日に開院予定です。

敷地面積　53,680㎡
延床面積　18,958㎡
構造規模　基礎免震構造

鉄筋コンクリート造
地上５階、塔屋１階

病棟数　５病棟
病床数　229床

急性期病床 139床
地域包括ケア病床 45床
回復期リハビリテーション病床 45床

新病院の概要─────────────────────────────────



石見大田税務署の令和元年度納税表彰式は、「税

を考える週間」の11月12日に大田商工会議所にお

いて挙行されました。

表彰式では、島根県西部県民センター県央事務

所長をはじめ、各税務団体代表の方々のご臨席の

もと、永年にわたって申告納税制度の普及発展と

納税道義の高揚に功績のあった方々に、木立直文

石見大田税務署長から表彰状及び感謝状が贈呈さ

れました。

石見大田税務署長表彰は、石見大田納税貯蓄組

合連合会の活動を通じて納税道義の高揚に功績の

あった会長の月森和弘氏に贈呈されました。

石見大田税務署長感謝状は、団体の活動を通じ

て納税道義の高揚に功績のあった、石見大田青色

申告会連合会理事の金藤繁行氏、（公社）石見大

田法人会常任理事の上本直之氏、（公社）石見大

田法人会理事の荒尾寛氏、（公社）石見大田法人

会女性部会運営委員の森野勝子氏に贈呈されまし

た。

木立税務署長は式辞の中で、「受彰者の方々の

ご尽力に対し、心から敬意と感謝を表する次第で

す。」と述べ、更なる税務行政への理解と支援を

求められました。

ご来賓の祝辞の後、受賞者を代表して月森和弘

氏が謝辞を述べ、表彰式を終えました。

栄えある受彰を御祝いするとともに、今後ます

ますのご活躍、ご健康をお祈り申し上げます。
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■石見大田税務署長感謝状──────────────────────────

（公社）石見大田法人会
常任理事

上 本 直 之 氏

（公社）石見大田法人会
理事

荒 尾 　 寛 氏

（公社）石見大田法人会
女性部会運営委員
森 野 勝 子 氏
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去る、２月４日（火）、大田商工会議所において、日本銀行松江支店長の花尻哲郎

氏をお招きし、当法人会恒例の新春経済講演会を開催しました。

講演のテーマは「新春を迎えての金融経済の話題」。昨今の国内金融市場の動向や

山陰地域の経済環境の変化による課題を踏まえ、各種データを基に国内・海外の金融

政策や景気状況などについて話され、いくつかの提案を示されました。

また、人手不足や労働生産性向上についても触れられ、来場者は熱心に聴講してい

ました。

新入会員紹介（順不同）

法 人 名 住 所

株式会社 和田木工所 大田市久手町

株式会社 岡塗装店

一般社団法人 島根おおだ健康ビューロー

大田市久手町

大田市仁摩町

・世界の経済の見通し

・金融政策について

・山陰の経済情勢

・山陰の県内総生産

・山陰の設備投資動向

〈主な講演の内容〉

日本銀行松江支店長を迎えて

「新春経済講演会」を開催
日本銀行松江支店長を迎えて
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当会の「税を知る週間」事業の柱として、本年
も２地区においてミニ税金フォーラムが開催され
ました。参加者にはクイズ形式による税に関する
問題に挑んで頂き、頭を抱えながらも、楽しみな
がら税知識を深めてもらいました。
両地区とも、小川会長の挨拶の後、石見大田税

務署の木立署長から挨拶をいただき、クイズの開
始となりました。
税に関するクイズは、参加者が回答用の札を持

ち、出題者からの問題に対し、これはと思う回答
を１から３の内から選び、該当の札を上げ、不正解
者が脱落していくという方法で進められました。
今年度のクイズは、消費税率の引き上げに合わ

せ、軽減税率制度に関する問題から始まり、一般

消費税や法人税に関するものと幅広く出題されま
した。時節柄、消費税の軽減税率の問題の正解率
は極めて高く、開始当初の脱落者はほとんどな
く、収まりがつくかと心配をしたほどです。
この記事を書いています私は、解答を説明する

某解説者で、かなり以前から回答者の皆様方の応
援をしようと、来賓側の席から正解をブロックサ
インで（指で１～３で示すだけ）示しておりまし
た。これを御存じの方は、高成績を上げられたの
ではと思っております。
それはさておき、両会場とも正解率が高く、優

勝者が決まるまで大接戦となりましたが、終始和
やかな雰囲気の中で、参加者同士の懇親も深まっ
たものと感じました。

優　勝 ㈲本國船舶工業所 本國さん

準優勝 ㈱松崎製作所 下垣さん

３　位 ㈱山根住設 山根さん

【西部地区】
日時：2019年11月15日 場所：温泉津町 のがわや旅館

優　勝 ㈱大田技術コンサルタント 木村さん

準優勝 ㈱コラム建築設計事務所 田原さん

３　位 ㈱あおき 知野見さん

【東部地区】
日時：2019年11月13日　場所：波根町 ㈲水明館
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東部会場
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去る12月８日に、大田町の「あすてらす」にて、

「第８回大田市子ども神楽大会」を開催しました。

大会には大田市から五社中、市外から一社中の

計六つの神楽団が参加し、熱演を披露しました。

漁業や商業の神様である恵比寿様が鯛を釣り上

げる様子を舞った「恵比寿」、第14代天皇・帯中

津日子（たらしなかつひこ）が、異国より日本に

攻め来る数万騎の軍勢を迎え撃ち、その中に身に

翼があり黒雲で飛びまわる塵輪（じんりん）とい

う悪鬼が人々を害していると聞き、天皇自ら天の

鹿児弓（あめかごゆみ）、天の羽々矢（あめはば

や）をもってこれを退治する姿を舞った「塵輪」、

大分県宇佐八幡宮の御祭神である八幡大神（八幡

麻呂）の威徳を讃える「弓矢」など多種多様な七

つの演目を披露し、特に神楽の花形である「大

蛇」では、大蛇が息の合った技を見せ、須佐之男

命が次々と大蛇の首を取る勇壮な舞を披露し、観

客から大きな拍手を沸き起こりました。

この大会は、石見地域に永年に亘り受け継がれ

てきた伝統芸能である「石見神楽」を「子ども神

楽」として幼少期から子供達が取り組む姿をより

多くの市民に披露する機会の提供と地域文化の保

全を目的として開催しており、今年度で８回目を

迎えました。
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「第８回大田市子ども神楽大会」に合わせて、

同会場にて午前９時より石見銀山神楽連盟の主催

で「子ども神楽体験教室」が開催されました。

「体験教室」では、小学６年生までのたくさん

の子供達が参加し、ステージ上などで、神楽で使

用する小道具や大蛇の頭や胴、煌びやかな刺繍を

した衣装に触れたり身に着けたりするなど、ワー

クショップの体験や記念撮影を行い、目を輝かせ

ていました。



11月７日は、租税教育活動プレゼンテーション

が開催され、今年度も全国各ブロック代表の11単

位会がエントリーし、租税教育プログラムを発表

しましたが、それぞれに創意工夫された素晴らし

い発表の中、税を「人を思いやり、支え合う心」、

子供たちが税を大切に思い、将来の納税を前向き

にとらえ、行動するきっかけをつくることを重視

した取組みが評価され、宮崎県連都城法人会青年

部が最優秀賞を受賞されました。

私達青年部会では、毎年市内の小学生から高校

生までを対象に租税教育活動を行っております

が、講師の育成や地域資源を活用した租税教育用

アニメの制作などにも力を入れており、今後も開

催校を増やし活動していきたいと思っています。

翌日は、午前に部会長サミット“未来を動かす

第一歩”「健康経営オリンピック」をテーマに開催

され、約400名の各単位会部会長が出席しました。

始めに全法連青連協の小杉善文副会長より趣旨

説明等が有り、その後グループに分かれ、WHO

（世界保健機構）が満たされた健康と定義してい

る①フィジカル（身体的）②メンタル（精神的）

③ソーシャル（社会的）３つの部門についてグ

ループ討議を行い、最後に代表者が発表を行いま

した。

法人会青年部会では、「財政健全化のための健

康経営プロジェクト」を今後の新たな活動の柱

に、単位会や会員企業が中心となり推進していく

ことになりますが、その輪を少しでも広げていけ

るよう当部会

としても取り

組みたいと思

います。

午後からは大会式典が行われ、記念講演には

ファッションモデルとして、また、テレビ・ラジ

オ・雑誌など様々な分野で幅広く活躍されておら

れるアン・ミカさんによる「ポジティブ志向～健

康な心と体で未来を動かす～」をテーマに講演さ

れました。

健康な心と体で地域の未来を動かすリーダーに

なるべく、常に前向きに考え行動することが必要

となるなど、今後の「健康経営」を推進していく

上で、貴重な知識を得ることが出来ました。

8

青年部だより

第33回 法人会全国大会青年の集い 

「大分大会」に参加 
石見大田法人会 青年部会 副部会長　山 　 寿 典 

第33回 法人会全国大会青年の集い 

「大分大会」に参加 
石見大田法人会 青年部会 副部会長　山 　 寿 典 

第33回法人会全国青年の集い大分大会が【湧き

上がれ！未来を動かす熱きパワー「豊の国おおい

た」からの第一歩】の大会スローガンのもと、令

和元年11月７日・８日、大分市のiichiko総合文

化センターなどで開催され、波多野青年部会長以

下11名で参加しました。



2020年度は、【神議（カムハカリ）新しき縁で

未来を結べ！～神々が集う　ご縁のふるさと島根

～】を大会スローガンに、島根大会が松江市にて

開催されます。

当青年部会の波多野部会長が大会実行委員長を

務められることもあり、大分大会には島根より多

数の会員が参加し、全国の会員の皆様方へのPR

活動を始め、大会運営の隅々まで拝見させて頂き

ました。

全国より3,000人を超す会員・関係者の方々が

島根県を訪れるビックイベントとなりますが、島

根にしかできない素晴らしい大会になるようワン

チームとなり準備してまいりたいと思いますの

で、今後とも石見大田法人会青年部会へのご支援

ご協力をよろしくお願いします。
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昨年度に引き続き、小学校等の租税教室に青年

部会のメンバーを講師として派遣し、他の税務団

体や税理士会の方々とともに、小学生等に税の意

識や役割についての認識と理解を高める活動をし

ました。

今後も租税教室への講師派遣を通して、将来を

担う子供たちに、税の正しい知識と納税の重要性

や税のあり方について、深く考えてもらえるよう

に租税教育に力を注いでいきます。

令和元年

・７月４日　長久小学校　　講師　坂根 修

・７月５日　仁摩小学校　　講師　河北 信夫

・７月８日　邇摩高校　　　講師　山 寿典

・10月３日　池田小学校　　講師　松井 勝浩

令和２年

・１月16日　川合小学校　　講師　奥野 敦史

・１月20日　久屋小学校　　講師　林　 陽一

・２月３日　朝波小学校　　講師　山 寿典

・２月19日　五十猛小学校　講師　田中 伸哉

長久小学校（2019.7.4） 仁摩小学校（2019.7.5） 邇摩高校（2019.7.8） 池田小学校（2019.10.3）

川合小学校（2020.1.16） 久屋小学校（2020.1.20） 朝波小学校（2020.2.3） 五十猛小学校（2020.2.19）



10

女性部会
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会 社 名　有限会社 金田建築
代表取締役　金田 慶三
所 在 地　大田市祖式町563-2
創 業　昭和50年３月10日
組 織 変 更　平成５年12月１日
資 本 金　750万
従 業 員 数　11名（令和２年２月現在）
建設業許可　島根県知事許可（般-29）第6792号

会社概要

昭和50年３月　会社設立
昭和55年８月　建設業許可取得
平成３年２月　島根県知事より技能表彰
平成５年12月　有限会社 金田建築に組織変更
平成13年10月　金田慶三代表取締役社長に就任
平成28年１月　日本伝統建築技能者認定

会社沿革

文化財修復・社寺仏閣・古民家再生・一般住宅の設計施工
（建築工事業、大工工事業、とび・土工工事業、屋根工事業、内装仕上げ工事業、解体工事業）

事業内容

一
、
夢
あ
る
幸
務
店

一
、
活
気
あ
る
職
場

一
、
思
い
や
り
の
心
を
持
と
う

一
、
感
謝
の
心
を
持
と
う

一
、
物
事
に
一
生
懸
命
や
ろ
う

一
、
明
る
く
笑
顔
の
心
を
忘
れ
ず

人
に
感
動
を
与
え
よ
う

信 条

１級建築士（１人）
２級建築士（４名）
１級建築施工管理技士（２名）
２級建築施工管理技士（１名）
１級土木施工管理技士（１名）
１級古民家鑑定士（２名）
１級大工技能士（６名）
２級大工技能士（１名）
１級とび技能士（１名）
文化財建造物木工技能者（１名）
日本伝統建築技能者（１名）

有資格者
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金田建築の前身は、曾祖父の時代から社寺建築に携わり、祖父は松江城の修理復元や、出雲大社

拝殿新築にも携わっておりました。父は祖父と一緒に、広島厳島神社の社務所新築や、大阪住吉大

社の楼門新築などを手がけたこともありました。

現在は、島根県内を中心に社寺の建築や修理に携わっています。

歴史ある建造物の修理をすると、数百年前の木組みや彫刻に出会い、その技術の高さに驚くこと

もあります。当時の宮大工の誇りが、時を越えて直に伝わってくる瞬間です。そんなとき、自分も

後世に残る仕事をしていることに、あらためて身が引き締まる思いがします。

「修理ではなく、『繕う』」という気持ちで、常に木や仕事に向き合っています。

「社寺の歴史と特徴がある。それをよく知った上で、心を尽くして木と向かい合ってこそはじめ

て、宮大工としての仕事ができる」。祖父から父へ、そして私へと教えられています。

「古民家再生」「住宅新築」等、全ての仕事に対してこの教えを生かして取り組んでおります。

また五代目になる息子の若い感性・意見も聞きながら、より一層施主様の想いに応えられるよう

な、社寺建築・住宅建築に取り組んでおります。

代表取締役　金 田 慶 三

ご挨拶
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社寺仏閣

何百年かけて育った木を生かすも駄目にするのも宮大工の技量、木の性格を知り癖を読む、癖
が出てきてより一層建物を強固にする。大田市祖式町に集いし宮大工集団、先人の技術を受け
継ぎ、手加工、木組みを行い後世に残る建築物を手掛けています。

古民家再生

古民家の魅力は、自然の恵みが実感できることです。
存在自体が美しいし、神の気配をも感じるような神秘的な歴史を感じさせます。
古民家には、癒しやふれあい、そして歴史。
自然の恵みを、代々日本の匠たちは巧みに古民家に組入れてきたのです。
当社では、自然と人間の歴史の絆と考え、古民家は「愛され」受け継がれていくべきもののひ
とつと考えております。
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一般住宅

地域に密着した誠実できめ細かな対応と、お客様とのコミュニケーションを通して、より良い
住まいをご提案します。
「個性と伝統の融合」「オンリーワンの家」「住むほどに心地よい家」という３つの要素を目標
としております。
お客様の思いを形にしていきたい、共に造る喜びを味わいたい。
いつも自分の家を建てる気持ちで取り組みます。

文化財建造物修理

文化財建造物の修理は、その建物の価値をしっかりと見極め、詳細な調査を行い、修理方針を
検討決定した上で、用いられている古材をできる限り再活用するため、古材繕いや補強を行
い、伝統的な様式、技法を用いて価値あるものとして後世に伝えるため修理を行います。

�
外
部
修
理
前

�
外
部
修
理
後

内
部
修
理
前
�

内
部
修
理
後
�



戦国の時代 吉川経家は、温泉津町井田で

石見吉川家九代 吉川経安の嫡子として生ま

れ、広島県大朝町の吉川元春（毛利元就のニ

男）の下で成長し、元春の命を受け鳥取城を

守りに行ったというお話です。

大田市温泉津町井田（津渕）に高越城（こうご

しじょう）と呼ばれた山城跡があります。吉川経

家は、天文十六年（1547年）、この城の城主 石見

吉川家九代吉川経安の嫡男として生まれました。

高越城は現在の井田診療所の真上にあります。

館は県道沿いに川本方面に少し行った場所（殿

村）にありました。

安芸国大朝（現在の北広島町）を本拠地とする

吉川宗家は一族の内紛によって、天文十九年二月

（1550年）毛利元就の二男 元春が養子となり吉川

氏を相続し、安芸吉川氏十五代となります。

さかのぼると、安芸国大朝庄の吉川一族の一人

経茂が三隅氏の一族である永安氏の娘・孫夜叉

（のち良海）との婚姻により石見吉川氏が誕生し

た。そして、嘉暦三年（1328年）大家庄の津渕保

（井田にあった小荘園）の地頭に任じられ、津渕

は以後200年にわたり石見の吉川氏の拠点となり

ました。

隣の福光庄は福光氏がその一帯を納めており、

吉川家とも良好な間柄を保っていた。

福光の不言城は、誰が、何時築城したかなどは

判らないが、大家荘福光村の地頭となった益田氏

一族の周布氏に所縁のものが福光氏となり、この

城を拠点として地域を治めていた。

天文二十年（1551年）大内義隆の死後、弘治元

年（1555年）厳島の合戦に勝利した毛利元就は、

石見支配を目指した。元就は吉川元春を石見に先

発させ、経家の父 吉川経安を中心に久利氏や祖

式氏など銀山周辺の領主を味方とした。さらに、

川本に温湯城を構え江の川流域に大きな勢力を持

つ小笠原氏と、本明城（江津市有福温泉町）を本

拠として那賀郡に勢力を持つ福屋氏の対立を利用

し、福屋氏を味方に加え小笠原氏の攻略に成功し

た。

そして、小笠原氏攻略の功績を認められた吉川

経安は、永禄二年（1559年）元春の勧めにより津

渕の高越城から福光の不言城へ移った。これを機

に母を亡くした13歳の嫡子・経家は大朝・日山城
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の元春の下に預けられ、成長することとなった。

不言城を経安に与え、福屋氏の旧領井田・波積

を小笠原氏に与えるなどの処遇に不満を持った福

屋隆兼は、元就に反旗をひるがえし、尼子氏の支

援を得て永禄四年（1561年）十一月 不言城を攻

めた。

元就は不言城を守るため、小笠原氏に仕えてい

た都治隆行とその被官笠井源太郎・森雅樂助ら

や、元就の家臣らが番衆として配置した。福屋氏

の攻撃を、不言城の城主となった経安は、日山城

の元春に援軍を頼みつつ、笠井氏の鉄砲と番衆の

協力で福屋軍を退けた。その後、福屋氏は本城の

本明城（有福温泉町）と松山城（江津市松川町）

での戦いに敗れ、滅亡への道を進むこととなっ

た。

この戦いは、笠井源太郎による石見での最初の

鉄砲使用である点と、元就が番衆を配置するなど

不言城を重要視していた点で注目される。

永禄二年（1559年）母の死、経安の不言城への

入城を機に、吉川元春に預けられた経家は翌年元

服し、元春の嫡子 元長と共に数年を過した。永

禄五年（1562年）十一月父経安と共に月山富田城

攻めに従軍し初陣を飾った。その後、経家は永禄

十一年（1568年）元春、（小早川）隆景の軍に加

わり九州三岳城の長野弘勝を攻めて戦功を挙げ、

さらに同十二年（1569年）五月大友方の立花城を

護る６万と毛利４万の大会戦でも戦功あげ、毛利

軍を指揮した元春、隆景から感状を受けた。

永禄十年（1567年）経家は吉川の流れを汲む境

経輝の娘と結婚、翌年長女あちゃ、そして嫡子

亀寿丸が誕生、母子は不言城に移り、吉川家の菩

提寺浄光寺が創建される。

この頃、永禄五年（1562年）に石見銀山を手中

に収めた元就は、厳島神社の建立、鵜の丸城の築

城など温泉津湊の整備を進めた。出雲では元就に

敗れた尼子氏が月山富田城を攻める事態となり、

元亀元年（1570年）一月には経家も元春らと共に

出陣し、雪中の大合戦を繰り広げた。

元亀二年（1571年）毛利元就、安芸吉田城で没

す。同年六月元春は弔い合戦として尼子方と戦い

続け、八月には尼子方の拠点新山城を攻め落とし

た。

天正二年（1574年）二十八歳のとき、経家は経

安から家督を譲られ、148貫文の領地と石見銀山

の目付け役を受け継いでゆくこととなる。
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井田 高越城

不言城の位置



永禄三年（1560年）桶狭間の戦いに勝利した織

田信長は、その後美濃を攻め、比叡山焼き討ち、

小谷城の朝倉氏を討ち滅ぼすなど、勢力の拡大を

推し進めていた。羽柴秀吉は西国攻めを命じら

れ、摂津の三木城を兵糧攻めにより攻略し、続い

て因幡の鳥取城を攻めることとなった。毛利方で

あった城主の山名豊国は秀吉に講和を求め、鳥取

城を立ち退いた。

天正九年（1581年）一月十四日 吉川元春は羽

柴秀吉に対抗する毛利の将として、吉川経家に鳥

取城守備のため出陣を命じた。

二月二十六日の早朝、三十五歳の経家は父経安

に後のことを頼み、不言城の軍と日山城の援軍合

わせて四百人とともに出発、三月十八日、賀露の

港より兵糧を持って鳥取城に入城した。

経家が城下を調べさせると、どの庄屋の米蔵も

カラになっているのが分かった。秀吉がすべての

米蔵の米を買い集めたのであった。直ちに経家

は、吉川元春のもとに使いを出し兵糧を頼んだ。

秀吉が、兵糧攻めのため、囲いの柵を組ませて

いると、城から現れた吉川の兵に襲われ、秀吉方

の兵が逃げ帰ったことがあり、秀吉は経家のしぶ

とさを感じた。

鳥取城には、城兵二千人がいる。逃げ込んだ郷

民たちを合わせると四千人であった。秀吉は城麓

の川岸に櫓を立てて並べ、番士を配し、陣取りの

後ろには築地を高く築き、水も洩らさぬ包囲網を

築いた。

食料を運んできた毛利の水軍は、その物資も届

けることができなかった。

秀吉は、陣中に町屋らしきものをたて、歌舞の

者たちを呼び、味方の兵が長陣に不満を感じない

よう心掛けたとあり、まさに、こちらは天国、あ

ちらは地獄であった。

二か月が過ぎると、兵糧は尽き、餓死する者が

後あとを絶たなくなった。柵の近くに出て草や、

木の葉もとった。籠城するときの牛馬の餌であっ

た稲わらは上々の食物だった。それも付き、牛馬

を殺し食べた。これも長く続かなかった。畳も煮

て食べた。

秀吉軍の完璧な包囲に毛利の援軍は城に近寄ら

れず、城中の様子の限界を感じた経家は、森下出

羽入道と中村対馬守を加えた三人の切腹を条件

に、城兵や城に逃げ込んだ民衆の命を助けてもら

うよう秀吉に使者を送った。秀吉は信長の許しを

得て、これをのんだ。

まず、森下、中村が切腹。最後に経家が城内の

真教寺において切腹した。

一説には、秀吉は経家の切腹は望んでいなかっ

たと聞いています。

この、秀吉の兵糧攻めの様子、経家の最期は、

たくさんの歴史資料に残されています。

経家の子供たちに残した最後の手紙（遺書）には

と書かれている。
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「とっとりのこと　夜、昼二百日こち
らへ候、兵糧尽きて候まま、われら一
人御用にたち、おのおのをたすけ申
す、一門の名をあげ候」云々…十月二
十五日

吉川経家、鳥取城へ



七か月にわたる悲惨な籠城戦を戦い抜いた吉川

経家のことは、今でも鳥取市民に語り継がれ城山

の麓には銅像が建てられています。毎年十月二五

日の命日の慰霊祭、四年ごとに鳥取市を挙げての

慰霊祭が営まれています。

慶長五年（1600年）吉川広家（吉川氏本家）が

毛利の支藩として周防の国岩国に封ぜられると、

吉川経家の子、経実は吉川本家の家老として迎え

られ岩国に移り、不言城はその歴史を閉じまし

た。

不言城の真下にある楞厳寺（りょうごんじ）

が、吉川氏の祈願寺であり、吉川氏には大きな存

在でした。

また、その北側に浄光寺があり、経家の父、吉

川経安の墓地があります。

時は流れ、鳥取城に一緒に行っていた吉川家の

家臣の菅谷九郎左衛門は福光に残り、その息子

は、福光石を加工する彫刻法の師を大阪より招き

子孫に伝えたそうです。師は坪内弥惣兵衛とい

い、嫡子がいなかったので菅谷家の三代目吉兵衛

が義を重んじ、自家の姓を断絶し坪内弥惣兵衛の

子となり坪内家を相続したそうです。この坪内家

が五百羅漢に代表される福光石の産業化となった

そうです。

神社の棟札には天正十年（1582年）と記載があ

ることから、採石はこれ以前に始まっていたと推

測できます。
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福光石、加工の始まり



温泉津町福波地区の市、箱坂を中心に吉川経家

を偲ぶ「不言城会」が平成９年に設立され、不言

城一帯の整備が始まりました。

平成12年、福光の不言城会有志が、鳥取吉川経

家顕彰会が連綿と行っている吉川経家420年忌が

行われたとき訪問され、鳥取の経家さんの銅像の

写真を写し、不言城会のパンフレットを作られた

そうです。

その後、温泉津公民館（今田善行館長）におい

て歴史講座が始まり、井田の高越城の草刈りやそ

の周辺での歴史講座、福光不言城の草刈りや、歴

史講座が行われるようになりました。

平成21年、小林太さんと不言城会の会長の坪内

敬夫さん、今田善行公民館長などの方々が鳥取を

訪問、交流をされ、翌年22年には鳥取より35名の

方が不言城や高越城を訪問され、交流をされまし

た。 同年10月、吉川経家430年忌に温泉津町より40

名が参加し、鳥取市長をはじめ、吉川経家さんの

末裔も来られ盛大な法要がありました。また、墓

地にもお参りしました。吉川経家の三男の家好は

後に鳥取藩主の池田家の家臣となり、五代目三遊

亭圓楽はその子孫にあたるそうです。

その後、平成23年４月29・30日には岩国吉川会

の主催による「第１回、全国吉川サミット」が開

催され温泉津町より35名が参加し、各地の吉川に

関係した方たちが集まりました。岩国には吉川資

料館があり吉川家の系図もありました。錦帯橋が

見えるところには、経家の顕彰碑が立っていまし

た。鳥取の笠踊りや、鉄砲隊の演武などが行われ

ました。
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石見吉川家と鳥取吉川経家 顕彰会
各地での全国吉川交流会

鳥取での法要

不言城会による
城跡周辺の整備作業



平成25年10月19・20日には、安芸吉川会主催に

よる第２回全国吉川会交流会が広島県北広島町大

朝、千代田において開催されました。広家の館跡

である吉川本家跡を見学、広大な土地に大きな石

垣を築かれ、その雄大さにびっくりしました。ま

た、元春がこの館に移るまで治めていた山城、日

山城の山並みを見ながら、その前の吉川家の居城

小倉山城跡にみんなで登りました。450年前吉川

経家親子は大朝と井田を行ったり来たりしたのか

と思とともに、銀山や富田城を目指した毛利元就

や吉川元春の生涯は戦だらけの人生であったと思

いました。

今年３月、北広島町の吉川元春館跡に出かけま

した。そこにある歴史館に行き、学芸員の佐々木

直彦さんと、お話をすることができました。資料

をいただき、経家が修行をした日山城の撮影場所

を教えていただきました。６年ぶりに、吉川家の

関係する場所をめぐりました。

中国新聞に載っていた「鬼吉川」（吉川家十一

代吉川経基、室町時代、永正年中、全国に武勇を

馳せた武将の綽名）というどぶろくがあり、福光

酒造株式会社となっていたので、その福光にこだ

わり酒造会社を訪問しました。

四代目福光寛泰さんにお会いでき、温泉津町福

光に関係ありますかと聞いてみました。福光から

来た可能性を調べているといわれました。

福光家は代々医者の家系で昭和８年に、明治よ

り続いた酒蔵を譲る受

け、酒造業も始めたと言

われました。2006年廃業

されていた酒蔵です。

昨年12月から仕込み

２月から販売している。

また、今年秋より葡萄酒

も販売される予定です。
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北広島町 吉川元春の館跡

経家が過ごした日山城の遠景

大朝 福光酒造

福光酒造社長 福光寛泰さん



平成27年10月24・25日には石見吉川会（温泉津

町歴史文化研究会）主催による第３回全国吉川交

流会が開催されました。不言城登山、楞厳寺、浄

光寺探訪、松江鉄砲隊を招いての演武がありまし

た。また、仲野義文氏（石見銀山資料館館長）に

よる記念講演「石見吉川氏と石見銀山」が行なわ

れ、劇団「空
そら

」による朗読劇「吉川経家最後の手

紙」が披露されました。

東京より来ていただいた、神田織音さんの講談

「笑う経家」がありました。

以前に福波小学校の閉校記念として児童による

「経家最後の手紙」という劇が披露されたことが

あります。

平成29年には、本家本元の駿河吉川会主催の第

４回全国吉川交流会が開催され、温泉津町より４

人の方が参加されました。

本年、令和２年10月は、鳥取吉川経家顕彰会主

催による、第５回全国吉川交流会が開催予定だそ

うです。440年忌にあたります。

この度、吉川経家の物語は、多くの方が書かれ

た文章を参考に書きました。最後に坪内健治郎さ

んから写真や資料を提供していただきました。素

人が書きましたので文章が気になるところがある

と思います。戦国の温泉津と鳥取の関係、吉川家

のことを思い浮かべてください。

文章　河 村 賢 治
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講談「笑う経家」神田織音

吉川五代の墓所

駿河 楞厳院 法要

一斉射撃（浄光寺）

不言城まつりの様子

不言城跡（二の丸/本丸跡）
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内閣府、農林水産省が実施し、強い農林水産

業、美しく活力のある農山漁村の実現のため、農

山漁村の有するポテンシャルを引き出すことによ

り、地方創生を目指した地域の活性化、所得向上

に取り組んでいる優良事例を選定し、全国に発信

するものです。

地域において、新たな需要の発掘・創造や埋も

れていた地域資源の活用を行うことにより、農林

水産業・地域の活力創造につながる、次の①から

③のいずれかに該当する取組です。

①美しく伝統ある農山漁村の次世代への継承

②幅広い分野・地域との連携による農林水産

業・農山漁村の再生

③国内外の新たな需要に即した農林水産業の実現

島根県は板わかめを食文化としていたため、昔

から天然わかめを刈る漁師が多かったが、板わか

めが衰退するとともに、わかめ漁も行われなくな

りました。

当時、天然わかめは国内市場に１％しか出回っ

ていませんでした。希少な天然わかめ漁を活性化

させ、漁師の所得向上並びに高齢者雇用と障がい

者施設との連携により地域並びに自社の活性化が

できるものと事業を９年前からスタートしまし

た。

現在は約100名もの漁師が参画し、海岸で天然

わかめを刈り取ります。そのうち大田市周辺が約

半数で、残りが隠岐の島４島の漁師です。最高齢

は92歳で、平均年齢は70歳です。

また、高齢者雇用については、社内では「夢工

房」の名称で、一人暮らしの老人24名にマイペー

スで袋詰め作業等をお願いしており、安否確認に

も繋げています。

他に加工者74人が茎と葉、メカブへの選別とボ
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選定の対象となる取組

魚の屋の取組内容



イル塩漬けを行い、計200人程が天然わかめ漁に

携わります。

57種類の天然わかめの商品は手作りで商品化

し、ストーリー性があることから、全国のバイ

ヤーにも注目されています。また、これだけの数

多くの漁師と連携して、天然わかめ商品を製造販

売している企業は国内でも魚の屋さんだけです。

・商品売上は５年間で約3,200万円から10倍強

に増加。・天然わかめを刈り取る漁師は漁期中は

月に平均で43万円の所得をもたらす。・加工処理

場で13カ所75名の障がい者就労施設に作業を発

注。隠岐の島に８つの加工場があり、地域振興に

も貢献しています。

有識者からの主なコメントとしては、・希少性

とストーリーから付加価値の高いブランドに成長

させ、持続的な収益が得られている。・日本海に

はまだ天然ワカメがあるが、その希少性をビジネ

ス化した行動力が素晴らしい。・地域資産をブラ

ンド化し、障がい者、高齢者との協力等が評価さ

れました。

田舎であっても資源活用は無限にあり、商品内

には地元農家と連携した農産品も入っている。こ

のような連携を今後も進めていきます。
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１月18・19日の両日、広島県立総合体育館、隣

接する広島市中央公園などの会場において、島根

ふるさとフェアが開催されました。

隣接県として島根県の観光入り込み客数のトッ

プを占める広島県での恒例イベントであり、本年

23回目を迎え、両日合わせて17万３千人もの来場

者で賑わいました。

今回のテーマは「ご縁も美肌もしまねから」。

島根県内の19市町村がブースに趣向を凝らし、特

産品の販売や観光PR等、地域の魅力や観光資源

を紹介し、情報発信が行われました。

大田市からは14事業者等が参加。会場は屋内外

に分かれており、大田市の屋内ブースでは、観光

案内と鯖寿司や地元産の米、海産物や蒲鉾等の特

産品販売が行われました。

屋外ブースの「しまねあつあつ屋台村」と「し

まねわくわく体験広場」では、地元食材の使った

飲食販売や木工体験などがあり、好評でした。

地域の伝統芸能の魅力を伝える「しまねふるさ

とステージ」では、土江子ども神楽団の神楽上演

やお国自慢PRが行われ、多くの人で賑わいまし

た。

28



29



島根支社 〒690-0003 松江市朝日町498-6 松江駅前第一生命ビル5F

AFツール-2019-5373-2002012　7月29日 

30



31



32

Web-TAX-TVガイド「国際的租税回避行為への対応」 

国税庁インターネット番組「Web-TAX-TV」では、国際的租税回避行為の問題や、
国際取引を専門に調査する国際税務専門官の仕事ぶりをドラマで紹介する番組「国際
的租税回避行為への対応～国際税務専門官の仕事～」を配信しています。 

（あらすじ） 

あるベンチャー企業の社長・大崎へ、高橋と名乗る男が「税金を回避するアイディアがある。
脱税ではない、節税だ！」と言って、そのアイディアを明かした。 
自社株売却益に対して課税されるであろう多額の税金を憂慮していた大崎社長は、国際的租

税回避を行うことを自ら計画する。 
一方、国税局の鈴木国際税務専門官は、海外送金の資料から疑念を抱き、調査を開始した。 
大崎社長は、鈴木国際税務専門官に対して、自分の行為は課税上問題ないと主張した上、「合

法的な節税の何が悪い。ビジネスではそういった知恵を使わない人が負け組なんです。」と言い
放った。「どこの国からも課税されないとは…。自分だけ得をすればよいという考え方は…。」
大崎社長の主張になお疑念を持つ国際税務専門官は、更に調査を重ねた。 
そして、社長の国際的租税回避行為を認定するための証拠を掴んでいく…。 

租税回避を持ちかける 
謎の男 

１ドルで 
ペーパーカンパニー設立 これで税金はゼロだ！ 

天領67号をお届けします。年に２回の発行ですが、すぐ次の号のことを考えなくてはな
りません。皆さんの提案をお願いします。
この度は、温泉津町の吉川経家さんの記事を、私が挑戦しました。私の文章を損なわな
いように、内容を充実してくださった坪内健治郎さんに感謝しています。
企業の方にも協力していただき、紙面が充実し、ありがたく思っています。
コロナウイルスの感染で打撃を受けておられる経営者の方の支援をしっかりしてほしい
と思います。
政府はバラマキでなく、もっと税金の有効な活用を祈ります。企業を守ってほしいと思
います。 広報委員長　河村 賢治






